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 10月 4日午前 10時より、富士市と青葉台ごみ委員

会大淵連合会で協議してきた「新環境クリーンセン

ター循環啓発棟」が無事オープンしました。 

 ごみ焼却炉の工場棟はすでに稼働しておりました

が、併設の循環啓発棟：余熱利用施設「ふじかぐや

の湯」と環境学習啓発施設「ふじさんエコトピア」が

オープンしました。 

 13 時からは、オープニングイベントが開催されまし

た。６団体がブースを構え、盛況でした。 

 正面にコアレックス信栄製紙さんが、ふじさんエコトピアのオー

プンを祝い、トイレットペーパーの富士山を作ってくれました。

青葉台地区ごみマイスターの皆様が、市民が持ってきてくれた

その他の紙に対し、トイレットペーパーを渡しました。 
 

 13:30～は、富士市のごみを考える会主催ふじさんエコ

トピアオープニング基調講演「海のごみ、プラスチック

ごみと私たちの暮らし」当会理事長小川浩常葉大学名

誉教授による講演を行いました。 

  プラスチックのゴミは、私たちが毎日使っているレ

ジ袋やペットボトルなどがポイ捨てや大雨によって陸

上のごみが海に流出したものです。 

 それらが細かくマイクロプラスチックになったものを魚

が食べ、その魚を通し回り回って私たちの体を汚染し

ています。人間の便に交じるマイクロプラスチッ

クを検査したところ、検査したすべての人の便か

らマイクロプラスチックが検出されたそうです。 

今私たちの暮らしを見直す時です。 参加者は、

会員を含め 42 名、リモート参加者 3名でした。 

 

 小川先生の講演後、当会の時田理事による「ごみの話

題あれこれ」として「子の浦ビーチクリーンプロジェクト」

紹介しました。田子の浦海岸に打ち上げられたものすご

い量のごみを拾っています。ごみは富士市のまちなか



 

 

から流れ出したものです。皆で拾っていくことも必要ですし、ごみを出さない生活を考

えていくことも必要です。次回ごみ拾いは 10月 31 日とのこと、時田氏が窓口です。 

 

 講演会に先だって、「ふじさんとごみをわたし part４～海のごみはどこから？」富士市の

ごみを考える会オリジナル紙芝居を行いました。かわいらしい絵で、NＨＫのニュース

に取り上げられました。 

 

 また、各団体にブースが割り振ら

れたので、そこに、当会のアーティ

スト梅原まんなさんに廃棄物アー

ト「ゴジラきんさんぎんさん」と以前

からあった「今のごみ・昔のごみ」

紙パックの遊具を作ってもらい展

示しました。廃棄物は皆で持ち寄

りました。 
 

 続いて、10 月 18 日には、オープニング基調講

演第 2弾として山田辰美先生「ビオトープってな

あに？」を 10 月 18 日ふじさんエコトピアでおこ

ないました。参加者は会員含め 46 名でした。 
 

  新環境クリーンセンター森林創造ゾーンビオ

トープの監修に際し、大変なご苦労がありました。 

 左上の街中公園のような図が市が最初に示し

た設計図で、これを山田先生に見せたところ、こ

れはビオトープではない❗️と怒った山田辰

美先生が、右の設計図にこぎつけるまで大

変でした。ありがとうございました。 

 小学校 1年

生の子どもた

ちが、一番前

の席で、熱心

に大学教授

のお話を聞い

て、質問に答

えている様には驚きました。この周辺にいて環境アセスメントから保護していたモリア

オガエルやオオタカのお話です。 



 

 

 続いて、出来立てのビオトープを山田先生と一緒に

歩きました。やっと造形ができたところ、全てがこれ

からですね 

 これからみんなで、力を合わせて、ビオトープや生

ゴミ堆肥の畑を考えていきたいですね。参加してく

れてた若い女性が「ホタルの会」作ろう❣と言ってくれ

たのがとても嬉しかったです。何らかの動きをしてい

きたいなと思います。 

 今、最初からの契約で川崎重工シンキと言う会社

が管理しているとのこと。外来種だらけになってしま

う前に市民の手が入るような体制にしたいなと思っ

ています。 

これからも見守っていただけると嬉しいです。 

 

 次に工場棟の見

学に希望者で行

ってきました。 

様々な展示物が

できています。子

どもたちは全く飽

きることがありま

せん。 

新環境クリーンセンター

工場棟の 5階からは、天

気が良ければ富士山と

田子の浦湾がぐるりと一

望できます。 

 見学を現在受付ていま

す。希望者が多ければ、 

 

再度、富士市のごみを考える会で新環境クリーンセンター工場棟見学を企画してもよ

いと思っております。ご希望の方はメールまたは、お電話をください。 

  

 今回の事業は、ふじさんネットワーク静岡県自然保護課から 7 万円の補助をいただい

て行いました。紙芝居は、富士市多文化男女共同参画課きらり交流会議から 2万円の

補助をいただき作成しました。ふじさんエコトピアに展示しております。 

 

 新環境クリーンセンターふじさんエコトピアは、市民が活動する場です。活動しなけれ

ば、閑散としたただの展示場です。皆様のご協力が必要です。工場棟の見学案内、ビ

オトープの草取り、生ごみたい肥化の畑を耕し野菜を受けてみようという方、様々なボ

ランティアを募集しています。小野までご連絡ください。また、声掛けお願いします。 



 

 

10 月 20 日富

士ニュースに

掲載されまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 


